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研究成果の概要（和文）：　コンビナートでは、ひとつの組織事故がコンビナート全体に波及し、地域社会に甚
大な被害をもたらしかねないため、連携を通じた防災力の向上が求められている。
　本研究では、第１に、高信頼性組織の特性および高信頼性組織化のプロセスについて明らかにした。第２に、
組織間ネットワークにおける組織間学習を類型化するモデルを提示した。第３に、山陽人材育成講座、京葉臨海
コンビナート人材育成講座および産業安全塾に対するインタヴュー調査および参与観察を通じて、高信頼性組織
化を図る組織間学習について考察を行った。　
　以上の研究を通して、四日市コンビナートにおける防災・事業継続のための企業間連携の現状と課題を明らか
にした。

研究成果の概要（英文）： In the industrial complex, one organizational accident spreads to the 
entire complex, which can cause enormous damage to the local community. Therefore, improvement of 
disaster prevention ability through collaboration is necessary.
 Firstly, this study revealed the characteristics of high reliable organization and the process of 
high reliability organizing. Secondly, we presented a model for typing inter-organizational learning
 in inter-organizational networks. Thirdly, through interview surveys and participation observations
 for Sanyo Human Resources Development Course, Keiyo Linkai Complex Human Resources Development 
Course and Industrial Safety School, inter-organizational learning for high reliability organizing 
was discussed.
 Through the above research, we showed the present situation and problems of inter-organizational 
cooperation for disaster prevention and business continuity in the Yokkaichi industrial complex.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

（１）これまでの研究成果との関係  

急速な環境変化に柔軟にかつ迅速に適応

して、競争優位や信頼性を持続させるために

は、組織はその学習能力を絶えず向上させな

ければならない。これまでの研究では、環境

変化に対して組織が自らを適応させる過程

および適応不全の状態を、組織学習および組

織の学習障害の視点から解明してきた。さら

に、研究対象を組織一般から「高信頼性組織

（High Reliability Organization）」に具象化

し、研究を進めてきた。高信頼性組織とは、

Weick & Sutcliffe (2001)の定義によれば、常

に過酷な条件下で活動しながらも、事故発生

件数を標準以下に抑えている組織のことで

あり、送電所、航空管制システム、原子力航

空母艦、原子力発電所、救急医療センターな

どがこれに含まれる。これまでの研究では、

こうした高信頼性組織の不測事態に対処す

るマネジメント手法および過程を解明して

きたが、高信頼性組織と地域企業の間の連携

の仕組みに関する考察がなされていないと

いう課題があった。そこで、本研究では、地

域で協力し、防災・事業継続に取り組む高信

頼性組織群を構築するためには、どのような

組織間関係および組織間学習の仕組みが求

められるのかを解明する。したがって、本研

究では、高信頼性組織群の中でも、特に四日

市コンビナートを対象として、防災・事業継

続のための企業間連携の現状と課題を、組織

間関係および組織間学習の視点から明らか

にする。 

 

（２）関連する国内・国外の研究動向及び位

置づけ 

 高信頼性組織に関する先行研究では、主と

して単一組織に焦点をあて、不測の事態に対

処可能な組織の特性を明らかにすべく研究

が進められてきた。しかしながら、単一組織

の防災・事業継続能力には限界があり、有事

においては、むしろ単一組織内で問題を抱え

込まず、地域企業が連携し、早急に問題に対

処することが求められている。また、有事の

際に、地域企業が結束するためには、平時に

おいて、防災・事業継続のための組織間関係

を構築しておく必要がある。したがって、本

研究では、こうした高信頼性組織に関する先

行研究と組織間関係に関する先行研究を統

合的に考察する。すなわち、高信頼性組織間

の違い（事故を未然に防ぐことに成功してい

る組織と事故を起こした組織の違い）を、組

織間の関係構造および組織間学習の視点か

ら比較、考察することによって、高信頼性組

織群における組織間学習プロセスおよびそ

の学習障害を明らかにする。さらに、理論研

究に留まらず、四日市コンビナートに焦点を

あて、インタヴュー調査による理論の実証を

通して、企業間連携の現状と課題を明らかに

する。 

 

２．研究の目的 

2011 年、福島第一原子力発電所で発生し

た原子力事故は、企業の危機管理がいかに十

全とはかけ離れたものであるかを露呈した。

企業がもつ技術が高度で複雑になればなる

ほど、ひとつの組織事故からもたらされる社

会的被害は甚大なものとなる。本研究では、

高信頼性組織における不測事態に対するマ

ネジメントおよびリスク管理の過程を、組織

間関係と組織間学習の視点から考察し、理論

的枠組みを構築する。さらに、その枠組みを

四日市コンビナートに対するインタヴュー

調査によって実証する。以上の考察を通して、

四日市コンビナートにおける防災・事業継続

のための企業間連携の現状と課題を明らか

にすることが本研究の目的である。 

 

３．研究の方法 

本研究では、（１）理論研究、（２）インタ

ヴュー調査、（３）参与観察、の３つ研究手



法を軸として、四日市コンビナートにおける

防災・事業継続のための企業間連携の現状と

課題を、組織間関係および組織間学習の視点

から明らかにした。 

 

（１）理論研究 

 高信頼性組織研究のレヴューを通じて、高

信頼性組織の特性および高信頼性組織化の

プロセスの解明を行った。さらに、組織間学

習論および社会ネットワーク論を統合的に

考察し、組織間ネットワークにおける組織間

学習を類型化するモデルを提示した。 

 

（２）インタヴュー調査 

コンビナートにおいて、どのような経緯で

組織間学習のためのネットワークが形成さ

れるに至ったか、また、どのような組織間学

習が行われ、どのような組織間学習の効果が

見られるのか、といった点を明らかにするた

めに、山陽人材育成講座、京葉臨海コンビナ

ート人材育成講座および産業安全塾の企

画・実施担当者に対して、防災・事業継続の

ための組織間学習に関するインタヴュー調

査を実施した。 

 

（３）参与観察 

四日市産業安全塾の参与観察を通じて、四

日市コンビナートにおいて組織間学習が行

われる様子を調査し、組織間学習の促進要因

および阻害要因の分析を行った。 

 

４．研究成果 

本研究では、主として次の４つの研究成果

を残した。 

 

（１）高信頼性組織における構造統制および

組織化の解明 

高信頼性組織研究の対立する2つのアプロ

ーチであるノーマル・アクシデント理論と高

信頼性理論の対立点および関係を明確にし

た上で、岸田（1994）モデルを基に、高信頼

性組織における構造統制および組織化の側

面について考察した。この研究内容は、図書

『組織学への道』「第 4 章高信頼性組織の構

造統制と組織化―ノーマル・アクシデント理

論と高信頼性理論の統合的考察―」に掲載さ

れるという研究成果に繋がった。 

 

（２）組織の類型とリスクマネジメントの関

係の解明 

高信頼性組織研究を統合的に考察し、スト

ラクチャル・コントロールの強弱およびソー

シャル・コントロールの強弱から組織を 4つ

のタイプに類型化するとともに（図１）、そ

れぞれの組織タイプのリスクマネジメント

の特性を明らかにした（表１）。この研究内

容は、査読を経て、組織科学第 48 号第 3 巻

に掲載されるという研究成果に繋がった。 

 

 

図１ ストラクチャル・コントロール／ソー

シャル・コントロール・チャート 

表１ 組織類型とリスクマネジメント 



（３）高信頼性組織化を図る地域連携を通じ

た人材育成の仕組みの解明 

コンビナート立地企業、行政および地域の

大学が連携して人材育成を行うことで、協力

関係および安全文化をネットワーク内に構

築するとともに、マインドフルな人材を育成

していくことが、地域社会の防災力の向上に

寄与することを明らかにした。この研究内容

は、産業・組織心理学会第 31 回全国大会、

日本情報経営学会第 71 回全国大会および

International Symposium on Social 

Sciences and Management (ISSSM 2016)（共

同発表）、における学会報告という研究成果

に繋がった。 

 

（４）組織間ネットワークにおける高信頼性

組織化と組織間学習の解明 

組織間ネットワークにおける組織間学習

を類型化するモデルを提示した。その上で、

高信頼性組織化を図るコンビナートの組織

間学習の仕組みについて分析し、モデルの中

での位置づけおよび特徴について明らかに

するとともに、課題を提示した。この研究内

容は、日本情報経営学会第 75 回全国大会で

の発表という研究成果に繋がった。 

 

以上のように、本研究では、4 年間の研究

期間を通じて、組織間関係および組織間学習

の視点から高信頼性組織群、特に四日市コン

ビナート、における防災・事業継続のための

企業間連携の現状と課題の解明を行った。コ

ンビナートは、一般的な企業に比べ、環境の

不確実性が非常に高く、また一つの失敗がも

たらす社会への影響も格段に大きいため、企

業間連携の重要性が高い。今後ますます企業

を取り巻く環境の不確実性は高まり、他企業

との連携を強化していく必要がある。したが

って、本研究で得られた知見は、こうした環

境下に置かれた企業が安全性向上のために

他企業と連携する際に有用な手引きとなり

うると考えられる。 
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